
2002年 度国際交流活動 について

人文学研究所所長 鈴 木 陽 一

1基 本方針 と行動計画

昨年の総会で承認 を得た国際交流活動の基本方針は,以 下のようなものであった。

2001年11月,本 学におけるシンポジウム 「歴史 と文学の境界」が成功裏 に実現 したことを踏 ま

え,従 来の漸江大学 というパー トナーとの関係を大事にしつつ,更 に国際交流を充実,発 展 させる

こと,具 体的には,人 文学研究所が東 アジアに於ける学術交流の重要な拠点となりうるようなネッ

トワークの可能性 を探ることを目標 とする。

こうした方針に基づ き,今 年度は漸江大学 も含め,中 国,香 港,台 湾の複数の研究期間 を訪問 し,

2003年 度以降の学術交流の道 を開拓することとした。

2活 動報告

2-1期 間

2002年11月5日 一11月18日

2-2訪 問 した研究機関

台湾/中 央研究院の中山人文社会学研究所,台 湾大学,台 北師範学院s淡 江大学

香港/香 港大学の亜細亜研究センター,日 本研究所,香 港PublicRecordOffice,香 港歴史博物館

上海/社 会科学院歴史研究所,華 東師範大学,華 東理工大学,上 海師範大学

杭州/漸 江大学 日本文化研究所,同 中文系

2-3台 湾での意見交換

11月5日 台北到着PM8:00台 湾大学/王 泰昇 教授(1)

11月6日 中央研究院/近 代史研究所/梢 案館/中 山人文社会科学研究所/湯 煕勇 教授(2)

11月7日 淡江大学/日 本学科 ・日本研究所/馬 耀輝 教授(3)

(1)王 泰昇教授(国 立台湾大学 ・法学部)

2002年,10月16日 ～17日,中 京大学で開催 されたシンポジウムで 「台湾の近代 と日本」で王氏

の 「台湾総督府法院文書 目録の編纂」 という報告を孫委員が聞き,急 遽,意 見交換を申し出た。王

氏の研究は,1895年11月20日 に軍事命令 「台湾総督府法院職制」 により成立 した 「台湾総督府法

院」が所蔵 した裁判判決原文(1895～1945年10月24日 までの文書,1998年 以降,本 格的に発掘

された)に 関するものである。

① 刑事 ・民事 などの裁判判決原文に関する研究は,今 後,歴 史学,社 会学,経 済学などの幅

広い分野との共同作業を必要とする。

② さらに,同 じ判決原本が朝鮮総督府,満 州国,中 国華北の占領地,香 港 などの旧 「大 日本

帝国」の勢力範囲であった地域 に残 されている可能性 も否定で きない。中国史/朝 鮮史な

どとの共同研究 も可能。

③ 王氏 自身もこの点において共同研究の可能性 を追求したいと考えている。
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(2)湯 煕勇研究員(中 央研究院 ・中山人文社会科学研究所)

旧三民主義研究所。国民党政権か ら民進党への政権交代によって 「三民主義」を冠 したさまざま

な研究機関の名称は変更 を余儀な くされた。ただし,こ れは政治上の理由にす ぎない もので,そ れ

ぞれの研究所に優秀な人材が集っていることに変わ りはない。現在の中山人文社会科学研究所が推

進 している研究 プロジェク トは

① 環中国海プロジェク ト

② アジア太平洋地区プロジェク ト

③ 海難事故プロジェク ト

④ 移民 と華僑 プロジェク ト

湯氏が中心 となる研究はいずれ も 「海洋」 との関連 を視野にいれた もので神奈川大学/人 文学

研究所の共同研究(山 口建治代表:環 シナ海伝承文化の研究)や 常民文化研究所 とも共通性があ

る。中山人文社会科学研究所は中央研究院の台湾史研究所,近 代史研究所 とも密接 な協力関係 を

維持 している。

(3)馬 耀輝教授(淡 江大学 ・日本語文学系)

淡江大学の学生総数は約2万 名。馬氏は日本語学科所属であ りなが ら,日 本研究所の研究員で も

ある。 日本語学科は一学年60名,4年 までに1年 間,麗 澤大学へ学生 を派遣する提携関係 をもって

いる。麗澤大学 も淡江大学 との交流 を重視 し,淡 江大学に専用の寄宿舎をつ くり,日 本か ら学生を

派遣 している。そのほかに橘女子大学,早 稲田大学 と交換留学生制度を設けている。学部のほか,

日本研究所は修士と博士課程の教育機関で主なテーマは日本研究全般である。

☆察琴教授(台 湾における神社研究)が 歴史学部に所属。

淡江大学には日本語学科のほかにロシア語学科/ス ペイン語学科がある。 また,外 国語教育に関

連するシンポジウムを,中 国 ・台湾の外国語学部をもつ複数の大学が持 ち回りで毎年開催 している。

2-4香 港 での意 見交換

11月7日 香港到着 香港大学/日 本学科/王 向華 教授(1)

11月8日 香港大学/ア ジア研究 セ ン ター/李 培徳 教授(2)香 港 大学 図書館 見学

11月9日 香港歴 史梢案館(PublicRecordOfficeofHongKong),香 港 歴 史博物 館 を見学

(1)王 向華教授(香 港大学 ・日本 学科)

専 門は香港 のポ ップカルチュ ア。現代 香港の 日本 文化流入 な どにつ いて研 究。 日本語 学科 は と く

に 日本 との交流 に積極的。交流 の開始 は まず,教 員 の交換派遣 か ら始 め たい とい う提 案が あっ た。

教 員の交換 派遣 か ら,学 生の 交換派遣 へ と発 展 させ たい,短 い期 間で あれ,い つで も歓迎す る,

学校 の宿泊施 設や研 究室 な どの提 供 も可 能 とい うこ とであった。

オ ックス フ ォー ドで社 会人類学 のPhD.を とった ときは,香 港 に進出 した 日系 企業(具 体 的 には

ヤ オハ ン)に お ける 日本 人管理職 と現 地ス タッフ(香 港人従業 員)と の間の組織 内 コ ミュニケ ーシ

ョンの様態(企 業文化)に 関す る社 会人類学的研究 な どがあ る。

王 氏 の 主著:JapaneseBosses,ChineseWorkers:PowerandControlinaHongKong

Megastore(Unix.ofHawaiiPress;AnthropologyofAsiaSeries,1999)o

主 な 日本 語論 文:「 香港 の一 日系 スーパーマ ーケ ッ トの組織 文化」(『香港 社 会の人類学一一一

総括 と展望 』風 響社,1997),「 香港 の 日系 スーパ ーマー ケ ッ トの現地 従業 員」(『中原 と周

辺 人類学的 フ ィー ル ドか らの視 点』風響社,1999)等 。
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(2)李 培徳(香 港大学 ・アジア研 究セ ンター)

ア ジア研究 セ ン ター の コア メ ンバー は社 会学,香 港 史,東 南ア ジア2名 に李氏 の5名 。セ ンター

Fellow(兼 任 〉 メ ンバ ーが30名 お り,そ の ほか職 員が15名 程 度い る。 主な研究 プ ロジェ ク トは,

① 現 代香港 の研 究

②1945年 以前 の香港 の研 究,

③ 東 南 ア ジア研 究 プ ロジェク ト,

④ ア ジアの都 市 プロ ジェク ト,

⑤ 東 北 アジア(韓 国 を含む)の 研 究 を準備 中

李氏 自身の研 究 テーマ は 「香港 の 日本 人研 究」 で ある。

香港 大学 ・アジアセ ンター と日本のパ ー トナーにな っている組織 はア ジア研 究所 。 ほか に東 京大

学東 洋文化研 究所 と協 力関係 を もつ。

来年の3月 に ミッシ ョンスクール に関す る大規模 なシ ンポ ジウムが計 画 され ている。

(3)香 港歴 史梢案館 につい て(香 港PublicRecordOffice)

香港特 別行 政区政府 の政 府梢 案処が管轄す る歴史格案館 は1997年 に建築 が完 成。香港歴 史梢案館

の主な機能 は,楷 案 の鑑 定 と整理,梢 案 の保護 と修理,梢 案の公 開 と提 供 とい う三つの機能 である。

歴史梢案館 が所蔵 する資料 のなかで も と くに重要 な ものは

① 土 地調査 や土地契約 ・税 に関連 す る文書 群。1846年 一1975年 の官 有地契約 関連 文書 は,不

動 産 な ど研 究 は勿論,契 約 関係 な どを眺 め る ときの極 めて有 効 な資料 で あ る。 また,法 院

と法律事務 に関連 する梢 案が保 存 され ている こと も特筆 しな ければ ならない。

② 戦時梢 案 一歴史梢 案館 は 日本 占領時 期の香 港 の行 政,軍 事 な どに関 す る膨 大 な資 料 を所 蔵

して い る。 日本側 の行 政機関 が取 り交 わ した各種 の土 地契約 関係 の文書 は勿論,イ ギ リス

が 日本 に行 政権 を渡す ときに作 成 され た文 書J戦 争捕 虜の 人名録 や待 遇 に関す る記録 な ど

が重要。

③ 歴 史 梢案館 は イギ リスのPROか らCO129(1841-1951年 の期 間 中香港政 庁 とイギ リス本

国 との 間で往復 された公文)を 購入 している

今 回,閲 覧 したのは主 に 日本 占領期の香港 に関す る新聞記事 について。 アーキ ピス トのJonathan

氏 が 『星 島 日報 』の ほか に 『華僑 日報』 と 『TheHong・ ・wNews』 とい う新 聞が 日本 占領期 の香

港 で最 も広 く読 まれた新聞 である ことを紹 介 して くれた。

新聞の 一部 を申請 し,閲 覧,複 写 を とる一連 の過 程 を確認 したが,ス ム ーズな進 行。短 い期 間で

も確 実 に連絡 を とる こ とで大 きな成果 を挙 げ るこ とが 可能 と思 われる。

『TheHongKongNews』 の 「RadioHongKong」 とい う欄 を複 写。CallSignはJpHA。7時30分

に放送 開始,10時40分 に放 送終 了 であ った こ とが 分 っ た。 その ほか に,『 香 港華 僑 日報』 も一部

「本社成立宣 言」を複 写。

2-5上 海で の意 見交換partl

l1月10日 上 海/華 東 師範 大学/易 恵 利 教授 華東理工大学/喩Huikang教 授

11月11日 孫,東 京へ。鈴 木,杭 州へ

上海での意見交換 は華東師範大学の易恵利教授,華 東理工大学の喩Huikang教 授,そ して,本 学

教授で在外研究中の大里浩秋が参加 して意見を交換 した。最近の中国の大学では国際交流を積極的

に進めてお り,華 東師範大学 と華東理工大学も神奈川大学 との交流を進めることには基本的には賛

成であるが,対 外交流 を担当する部署 との意見調整が必要 という現在の状況を相互が確認 した。た
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だし,外 事弁工室などの部局を経由しない,研 究所や学部間の交流(雑 誌交換や学術情報の交換な

ど)は 速やかに実践 したいとのことであった。

2-6杭 州での意見交換と調査活動

11月11日{折 江大学 日本文化研究所 において以下のメンバーと鈴木の間で交流問題を話 し合った。

所長 王勇教授 副所長 王宝平教授 呂順長助教授

中文系 金健人教授

11月11日 富陽市龍門鎮(三 国時代呉の孫権の子孫が住むとされる伝統的住居群)の 調査

11月13日 建徳市梅城鎮で,「 白蛇伝」関連の民間伝承 を調査。

11月14日 日本文化研究所において交流について再度話 し合い。

(1)基 本方針の確認

① 神奈川大学人文学研究所 と漸江大学 日本文化研究所は,今 後 とも信頼すべ きパー トナー と

して学術交流を継続する。

② 交流 は平等互恵 とする。旅費の うち渡航費は渡航する側の 自己負担,滞 在費の主たる部分

は受け入れ側の負担 とする。

③ それぞれが国際的な学術活動 を企画する際には,必 ず相手方に連絡 し,協 力 して実施する。

(2)来 年度の交流について

① 人文学研究所 より来年度開催予定の シンポジウムについて,ま た 日本文化研究所 より来年

度開催予定のシンポジウムについて,そ れぞれ説明を行った。双方はそれらの主 旨に賛同

し,全 面的に協力する旨を確認 した。

② 来年度開催のシンポジウムにどの程度の人数 を派遣するかについては,今 後,計 画の具体

化に伴って検討 してい くこととした。

③ 来年度は,1折 江大学が日本開催の シンポジウムに参加する順 になること,そ の場合,派 遣

者数は過去に比べ て減少 させること,た だ し,両 研究所の学術交流が継続 していることが

明らかな規模の参加者数であるべ きことを双方が確認 した。

④ 中国の他の大学か らシ ンポジウムへの参加者 を招請す る場合,漸 江大学 をキーステーシ ョ

ンとして,人 員の組織化がな されるよう1折江大学か ら要請があ り,こ れを了承 した。 とり

わけ,「 環中国海の文化交流」については漸江大学の協力が不可 欠である とい うことを確

認 した。。

⑤ 漸江大学よ り,来 年の五月,副 学長及,王 勇 日本文化研究所所長,張 夢新共産党書記が大

阪の四天王寺国際仏教大学を公式訪問する予定であることが報告 された。その際,神 奈川

大学 を訪問 したいとい う意向であること,そ のことを人文学研究所 より予め国際交流セ ン

ターに伝 えておくことが確認 された。

(3)学 術調査

省略
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2-7上 海での意見交換part2

11月15日 ～17日 上海師範大学において,社 会科学院,上 海師範大学共催 「第二回中国古典小

説国際 シンポジウム」に参加 し,上 海師範大学人文学院院長孫遜氏 と学術交流について話 し合った。

上海師範大学 との学術交流についての確認事項は以下の通 りである。

① 刊行物,研 究情報の交換 を行 う。

② 双方が行 うシンポジウム等の国際学術交流については,可 能な限 り協力する。

③ 国際交流に当たっては平等互恵を原則 とする。

32003年 度に向けて

以上の ような活動 を通 じて,本 研究所は新たにアジアの各地域の研究機関 とのネットワーク造 りのた

めの第一歩 を踏み出すことがで きた。 この成果を踏 まえ,2003年 度の国際学術交流 は更に実 りあるも

のとなるよう,複 数のシンポジウムを計画 し,予 算案の申請を行った。

4補

2003年2月,上 海 師範大学 よ り,上 海 を中心 とした都 市研究 につい て,シ ンポ ジウム(2003年6月 開

催)へ の参加 と,2004年 以降,シ ンポジウム共催の呼 びか けがあ った。
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講 演 会 要 旨

開催 日:2003年2月26日(水)午 後4時30分 ～午後7時10分

会 場:神 奈川大学人文学研究所資料室(17号 館216号 室)

講演者:佐 佐木茂美氏(明 星大学大学院教授)

演 題:「 地上の楽園」 と二本の樹 一生命の樹 と知恵の樹一

ヨーロッパ文学における 「自然」 とい うテーマを求めて,あ るいは環境科学の根本精神について思案

を深めた く,あ るいは中世フランス語 に対する興味を抱いて,参 加者は集 まった。講演を聴 くうちに,

講演者により繰 り広げられる緻密で広い学識 によって,思 いがけずはるかに深い世界にまで招 じ入れら

れた,と いうのが参加者の大方の感想ではなかったろうか。

講演内容は,つ まりは,13世 紀前半に書かれた作者不詳の 『聖杯の探索』の物語に見 られる,根 源

的なテーマである 「地上の楽園と樹木」 についての論考である。その検証を正確 になすために,講 演者

はこのテーマをめ ぐり始原にまで遡るのである。『創世記』,『聖書外伝』,中 世の教父たちの著述,民 間

に流布 した書物を検討する。楽園を放逐されたアダムとイヴおよび三男セツと 「楽園 と樹木」 とが,そ

れぞれのテクス トにおいてどのような記述 をされているか,に ついて周到な検討を加えるのである。

始原についての論考が語 られ,い よいよ本題である 『聖杯の探索』について述べ ようという時には,

既に2時 間が経過 していた。

(文責:佐 藤夏生〉
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2002年 度 人文学研究所活動報告

共同研究グループ

ポス トコロニアル ・スタデ ィーズの冒険

本研究 グループは,2000-2001年 度神奈川大学共同研究奨励金 「ポス ト植民地主義思潮の研究」の成

果として,神 奈川大学評論叢書第10巻 『ポス トコロニアルと非西欧世界』御茶の水書房(2002年9月)

を公刊 した。今後の研究活動の展開については,現 在模索中である。

(永野善子)

現代精神史におけるスペイン内戦の意義

グループ:「 スペイン内戦の精神的意義」

活動内容:2002年 度は,構 成員で座談会 を一回持ち,今 後の展望 について協議 した。構成員数が少

数であ り,さ らに重要メンバーが定年退職 されることを踏 まえ,当 共同研究の意義は確認 されつつ も,

2003年 度以降の活動 ・展望については,さ らに協議 を重ねる予定。

(大林文彦)

物語研究

本グループは発足 して7年 になる。本年度の活動は,構 成員各 自の研究には進展があった ものの,グ

ループとしての活動は,残 念なが ら低調だった。

本グループの研究は,神 話,伝 承,前 近代の物語,近 代小説 まで,口 承書承 を問わず,物 語性 をもつ

言語表現の形態全般 を対象として,ス トーリーやプロッ トなどの(構 造的)論 理 を考究すると共に,時

間的 ・偶然的な要因である歴史性 についても幅広い視点か ら考察を深めることを目的 としている。

ただ,グ ループの発足以来の悩みは,構 成メンバー6名(常 勤教員5名,非 常勤教員1名)と 少ないう

え役職者 も多 く,研 究活動の日程調整がきわめて難 しいことであった。今年度は,殊 に大学の諸制度の

見直 しと改革が強力に推進 される過程に当っていて,一 層困難が大 きかった。その結果,冒 頭に記 した

ような状況に追い込 まれたのだが,大 学改革が今後 も半ば恒常的に進められなければならない以上,グ

ループ活動のあ り方 を抜本的に見直す必要に迫られている。この事実を率直に認めなければならない。

幸い,平 成15年 度には,本 研究 グループの発起入であ り,実 質的な責任者でもある 日高が学部長職

を離れ,再 度 イニ シアチヴをとれる環境が整 う。それを前提 として,平 成16年 度に研究成果の刊行 を

期 して活動 を再活性化 したい。

なお,上 記の困難な研究条件の中で活動 を継続する方策 として,構 成員各自がある程度纏まった文章

を他の全メンバーに随時送付 して相互批判 を乞 うという融通性のあるシステムを採用 し,こ れを 「物語

研究会通信」 と名付けてさ た。他のメンバーが来信 に自由に応答 しなが ら,次 の発信 を用意するのであ

る。本年度 も,一 例を挙げれば本学の公開講座 とタイア ップして鈴木(陽)が 編書 『中国の英雄豪傑 を

読む一 「三国志演義」から武侠小説まで』(大 修書店)を 出版するなど,こ の面ではそれなりの成果が

あった。

(小馬 徹)
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自然観の研究

1.「 自然観の研究」グループ

2.研 究会の開催

2003年2月26日,神 奈川大学人文学研究所

佐佐木茂美氏(明 星大学大学院教授)

『"地上の楽園"と 二本の樹:生 命の樹 と知恵の樹』

3.活 動内容

研究テーマは 「自然観の変還 と展望」であ り,以 下の三分野について順次,研 究会および講演会

を行ってい く。2005年 度の 「叢書」の刊行を予定 している。

1)思 想における自然観(2000年 度,2001年 度)

2)文 学における自然観(2002年 度,2003年 度)

3)環 境における自然観(2004年 度)

(佐藤夏生)

西洋文化の受容一思想と言語一

テーマ

近代 日本における西洋文化受容の総合的研究

活動計画

本学共同研究奨励金(2001/2002年 度)を 受け,月 例会 ・研究会 ・海外調査 ・国内調査 と精力的に活

動 して きた。今年度は,こ れまでの成果 をもとに論文集の出版 を予定 している。

出版原稿の読み合わせ を兼ねた月例会,研 究会と共に,テ ーマにもとついた講演会を外部講師を招い

て行いたい。

メンバー

鈴木(修)・ 岡島 ・中島 ・伊坂 ・高野 ・吉井(法)・ 池上(経)

岡野(名 誉教授)・ 浅山(非 常勤)9名

本年度出版予定

(高野繁男)

野 球 にみ る横 浜学

代 表者 三星宗雄

メ ンバー 三星宗 雄 ・鈴木 陽一 ・矢野博 ・寺沢正晴

1.活 動報告

・講演 会 な し

・研 究会 な し

・発表論文 ,学 会発表等 な し

2.図 書購 入

D.L.Porter(Ed.)

"BiographicalDictionaryofAmericanSports:Baseball"2000年4月 出版

3.内 容

ア メリカにお ける野球 の歴史的 デー タブ ックで,特 に黒人 リー グや女 子 リー グについ ての デー タ

も含 まれてい る。 そ れ らの リー グにつ いて はメ ジャー リーグ とは異 な った歴史的展 開 を した経緯 が

あ り,我 が 国 との関係 を考 察す る上で重 要 なもの である。

(三 星宗 雄>
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環東シナ海伝承文化の総合的研究

1環 東シナ海伝承文化の総合的研究

II共 同研究メンバー

大里浩秋,河 野通明,鈴 木陽一,佐 野賢治,孫 安石,中 島三千男,廣 田律子,福 田アジオ,彰 国躍,

山口建治

皿 研究目的

人文研究所の共同研究 グループ 「東アジア比較文化研究会」 は,こ れまで 日本 ・中国 ・朝鮮の文化

を比較 し,相 互の影響関係やそれぞれの独自性を検討する作業を行ってきた。本研究は,こ の共同研

究 を基盤に しつつ,東 シナ海をとりかこむ,日 本 ・中国 ・朝鮮 ・墓湾の環東シナ海の伝承文化を総合

的に研究することを目的 とする。

東シナ海沿海の各地域は,そ れぞれ固有の伝統文化を育んできたが,同 時に共通する側面もまた少

な くない。古来,様 々な人々が この海域 を縦横 に行 き交い,交 流 ・接触が行われて きたからである。

今回の共同研究では,こ の海域沿岸部の人々の暮 らしと伝承文化をつぶさに調査 し,そ の交流 ・接触

の様相 ・形跡 を洗い出す ことに努める。共同研究 メンバーの個々の特性 を考慮 し,今 回の中心課題は

1,生 業 とその用具,2,祭 りと芸能,3,神 話 と民話の3領 域 とする。

W今 年度の活動内容

今年度は共同研究 メンバー個入による調査 を中心に活動を行った。

ユ研究講演会(神 奈川大学中国学会 と共催〉

何彬(東 京都立大学助教授)「 中国福建省の巫と風水」

2調 査活動(予 定 を含む)

山口

孫 ・山口

廣田

鈴木

中島

佐野

9月21日 ～23日

2月24日 ～3月2日

3月12日 ～16日

3月12日 ～23日

3月26日 ～31日

3月17日 ～21日

名護市での全国獅子舞 シンポジウムに参加する と同時に,
あがi)え

旧暦8月15日 に行われる名護市東江の豊年祭の行事全体の

中で中心的な役割を担っているのを実地見聞 した。

山東省へ民俗文化の調査

北京へ祭祀演劇 についての資料調査

江西,漸 江へ民俗文化の調査

山東省へ海外神社の調査

石垣島は風水関係資料調査

(鈴木陽一)
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共 同 研 究 奨 励 金 グ ル ー プ 活 動 報 告

(2001-一 一一一2002年 度)

グループ名

西洋文化の受容一思想 と言語一

研究テーマ

近代 日本 における西洋文化受容の総合的研究

構成メンバー

浅山佳郎 ・伊坂青司 ・岡島千幸 ・岡野哲士 ・鈴木修一 ・孫安石 ・高野繁男(以 上,外 国語学部),吉

井蒼生夫(法 学部)・ 池上和夫(経 済学部)

研究の目的

本研究会は,上 記のテーマにより,2001-2002年 度の,神 奈川大学共同研究奨励金を受けた。近代 日

本において西洋文化がいかに受容 されたか。明治7年 か ら8年 にかけて刊行 された 『明六雑誌』をテキ

ス トに,そ の精読 と討論 ・調査 ・研究を基本に,共 同研究によって,多 面的総合的に行ってきた。

『明六雑誌』は,日 本が近代化するに当たって西洋文化を受容する過程で決定的な役割を果た してお

り,そ の影響は文献の翻訳紹介のみならず,近 代 日本 における思想文化の形成に及んでいる。その意味

で 『明六雑誌』 を媒介 とする西洋文化の受容は,現 代 日本の思想文化の原点をなす ものである。

その内容 は多伎 にわたる。個人の専門領域か らだけの研究では限界があり,多 角的な共同研究が有効

であるとの前提か ら,本 学の哲学 ・倫理学 ・歴史学 ・言語学 ・法律学 ・経営学を専門とする教員を構成

メンバー としている。

研究会の開催

200年 度

① 例会 『明六雑誌』の精読 と内容の検討;背 景にある西洋思想や制度,日 本の近代化 を取 り巻

く事件や人物,新 しい言語の創造な どについて検討する。9回 実施

② 箱根保養所での研究会1泊2日(2001年11月10,11日 〉

③ 中国 ・上海社会科学院,上 海図書館,南 京図書館の調査。(2002年3月11～18日)

中国は日本 より先に開国 し,英 学の科学書や 『聖書』 を翻訳,ま た 「英華字典」を編集 した。

日本はこれを鎖国中や英語に不案内な期間に輸入 し利用 した。 とくに,1868年 に上海 に開設 さ

れた江南制造局翻訳館は199点 の英学書 を翻訳 し中国西学が飛躍的に発展 した。 日本で も,後 に

その制度 を取 り入れ,文 部省編纂局が開設され英学書の翻訳のセンターとなった。江南制造局翻

訳館が翻訳 した訳書は日本にも輸入されたが,今 日では,ほ とんどが散逸 している。今回の上海

図書館の調査で,そ のすべての訳書 を同図書館が所蔵されていることを確認すると共に,そ の一

部を閲覧することがで きた。これらは 『明六雑誌』の基礎的な資料になったものである。今後の

課題の発見につながる多 くの成果 を得た。

(参加者,伊 坂青司 ・鈴木修一 ・孫 安石 ・高野繁男 ・吉井蒼生夫)
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2002年 度

① 例会 前年度に続 き,月 例会をもった。7回 実施

『明六雑誌』の講読研究会は,研 究奨励金を受ける前からの もので,4年 の期間にわたる。こ

の例会には,本 学の非常勤教員や他大学か らの参加者 もあ り,予 想以上の賑わいになった。ひと

まず,全43号 の大部分を読む見通 しになった。

② オランダ ・ライデン大学での調査。(2002年9月3日 ～15日)

文久2年 「幕府オランダ留学生」が派遣 される。総勢15名,そ の中に 『明六雑誌』の主導者 と

なる,西 周 ・津田真道が含まれ,そ のほか榎本武揚 ・内田正雄 ・田口良直 ・伊藤玄伯 ・林研海な

どが派遣 された。その後の,日 本の近代化の主導者 となって活躍 したメンバーたちである。

1)ラ イデ ン大学での調査

西周 ・津田真道がライデ ン大学で講義 を受 けたブイッセ リング教授の自宅(日 本の留学生

が訪問 した り指導を受けた場所),お よび西 ・津田の下宿先などの視察。

ライデン大学図書館 ・日本語学科図書室の閲覧(日 本人留学生が使用 したテキス ト・参考

書などの閲覧)

ライデン大学関係者 ・日本人大学院生たちとの研究交流。

ライデン市立古文書館の調査。

2)西 ・津田 ・箕作秋平 ら日本人留学生の手紙や写真などをCDに コピーし持 ち帰った。 また,

1862年 にライデン大学が編集発行 したオランダ語,日 本語対照の 『JapaninLaiden/The

HonorableVisito/誉 れ高き来訪者』 をライデン博物館で入手 した。

3)ラ イデ ン大学 ・法学部

法学部研究室 ・ゼ ミ室は,旧 監獄の建物 を利用 している。

4)シ ーボル ト植物園

ライデン大学の構内に造られた広大な公園で,園 内には植物研究所 と共に,シ ーボル トが

日本か ら持 ち帰った樹木,花 の類が育ち,ま るで日本にいるような雰囲気であった。

※ライデ ン市,お よび大学での調査には同大学 日本語学科教員 ・大屋則夫氏の全面的は協力

と便宜 を受けた。

(参加者 浅山佳郎 ・鈴木修一 ・吉井蒼生夫 ・高野繁男)

結びにかえて

『明六雑誌』は,こ れ まで近代史の資料 として用い られた。本研究会のように,思 想 ・法律 ・経済 ・

歴史 ・言語などの多面的な視野か ら総合的に共同研究 されることはなかった。現代のようなグローバ ル

な時代 をむかえ,日 本は,今 後どのような方向に向かうのであろうか。 日本が,近 代化の名のもとに西

洋化に向けてひた走った原点 として 『明六雑誌』を位置づけ,改 めて現代の視点から 「西洋文化の受容」

を総合的に問い直そ うとするものである。

来年度は,こ れまでの成果を最大活用 し,共 同研究のテーマに沿って,個 個人の専門の立場から,こ

れまでの検討 を生か した論文集の出版 を目指 している。

(記録 ・高野繁男)
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新 規 購 入 主 要 文 献 解 題

『ゴ ッ シ ク 様 式 の 復 活 』

Michae1Charlesworth著

HelmInformationLtd.2002年4月 刊 行(2040頁 〉

12-16世 紀 の中世 西 ヨーロ ッパで は,ゴ ッシ

ク様 式 が建築 を中心 に して絵 画 ・彫刻 ・装 飾 な ど

に広 く用 い られ た。 イギ リスで は,18世 紀 中 頃

には ピクチ ャ レス クな庭 園が 流行 す る よ うに な

り,ま た宗教建 築 だけで な く世俗 的 な建 築物 もゴ

ッシク様 式でつ くる中世趣 味が盛 ん となった。 中

世 の再発 見 に よっ て出現 した ゴ ッシク ・リバ イバ

ル は,19世 紀 に な る と最盛 期 を迎 えたが,1870

年代 末 には衰退 に向か った。

政治 家H.ウ ォルポー ル は,ユ747年 に 自邸 ス ト

ロベ リー ・ヒルに ゴ ッシ ク様 式 の小 城 を建 てて,

『オ トラ ン ト城奇 護』(1764年)を 書 い た。 この新

しい小説 は イギ リスの ゴ ッシク ・ロマ ンスの先 駆

とな った。その特徴 は,高 い尖塔 や アーチ な どの

特異 な外観 と雰 囲気 によって引 き起 こされる人間

心理 の探 求であ り,超 自然 的 な怪奇 と恐怖 の扇情

主義 であ った。

イギ リス ・ロマ ン主義運 動 は,ゴ ッシク ・ロマ

ンスの影響 を受 けてい る。 その代 表 的詩人 ・批評

家のS.T.コ ウル リッジは,中 世期風 の超 自然的 で

奇 怪 な長 編詩 『老水 夫行 』(1798年)を 創作 した。

彼 は ゴ ッシク芸術 の特徴 を「無 限 なる もの一 広大,

莫 大,完 全 とか で はな く,現 実 の感覚的存 在の領

域 内 に限定 され ない ものの象徴 的表現」 と表 現 し

ている。

ヴ ィク トリア朝 時代 に は,J.ラ スキ ンは 『ヴェ

ニ スの石』(1851-3年)を 書 いて ゴ ッシ ク建築 の礼

賛 を頂 点 に まで もた ら した。 さらに彼 は芸術 と社

会 ・経 済 問 題 を結 びつ け て い く。 国 会 議 事 堂

(1850年 完 成)や 王立 裁 判 所 な ど数 々の ゴ ッシ ク

様 式 の公 共建築物 は,当 時の 文学 の流 れ に大 きな

影 響 を与 えた。

これ まで建 築 と文学 とい う二 つの芸術 の ジ ャン

ルはあ まり一緒に論 じられなかったが,本 論文コ

レクションは,ゴ ッシク様式の復活 と新 しい文芸

思潮誕生の流れを当時の全体的文化運動の一部と

して位置づけ,社 会史、建築史および文学史から

その関係性 を浮き彫 りに した貴重なコレクシ ョン

である。(文 責 ・岩崎豊太郎)

φ・φf・ 」φ ・0㌃ φ 賦φ ・0・ φ 膨φ.

『俗 文学 叢刊 』

台湾中央研究院歴史言語研究所編,台 湾新文豊出

版,2002年 ～継続刊行 中

本叢書 は台湾申央研究院の歴史語言研究所内の

傅斯年図書館館蔵の俗文学資料 を影印 したもので

ある。本叢書に収め られた資料の来源は,1918

年(民 国7年)に 劉復が北京大学において結成 し

た 「歌謡徴集処」にある。北京師範大学において

周作人が始めた歌謡研究会に続いて結成 された歌

謡徴集処 は,10年 後に民間文芸斑 とな り,民 間

の 「俗文学」の資料収集 と整理,研 究及び成果の

刊行 を始めるに至った。この時期の研究成果 とし

て,劉 復編 『宋元以来俗字譜』,劉 復,李 家瑞共

編 『中国俗 曲総 目稿』,李 家瑞編 『北平俗 曲略』

などは今 日も利用 されることの多い,民 間文学,

俗文学の基本的な資料集である。今回,こ うした

目録 リファレンス作成に用い られた原資料が影

印,刊 行 されたことは,俗 文学のみならず中国文

学研究者 にとって極めて大 きな意味をもつ。 しか

もこれらの資料については,す でに書 目稿が公開

されてお り,ま た部分的なが らネット上で閲覧 も

可能であっただけに,そ の全体を直接手にとって

見ることができるのは我々にとって大いなる喜び

である。

ここに収められたものは,民 間の芸能において

演 じられたテクス トであ り,そ の価値の重大 さに

ついて,我 々はようや く認識をするに至ったに過
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ぎない。我々は少な くとも,こ れらの物語群から,

小説,戯 曲のルーツとなる物語の原初的形態 を探

ることができるし,脈 々と息づいている民間信仰

の中に現れる神話 ・伝説についても貴重な手がか

りを見出すことができると思われる。中国に限 ら

ず,ア ジアの民間文学,民 間信仰の重要な資料 と

して大い に活用 される ことが期待 で きる。(文

責 ・鈴木陽一)

ffffffffff

『清蒙古車王府蔵曲本』

首都学苑出版2001年12月

本 シリー ズは清代18世 紀のモ ンゴル族貴族,

喀爾喀寮音諾諺部の車布登札布,通 称車王が収集

した北京の戯曲,芸 能のテキス トを影印 したもの

である。原本は全て刊本ではな く書写本であるが,

その美麗 さか ら,相 当数が宮 中の梨園で用いられ

ていた戯曲,芸 能の脚本類であろうと考えられて

いる。また,当 時,演 じられた芸能 を記録 し,こ

れを美麗な写本に仕立てて販売 したり,賃 貸 しす

る商売が相当に繁盛 していたが,そ こか ら購入 し

たものも少な くないであろう と思われる。いずれ

にせ よ,こ れだけ大量の,18世 紀北京 とい う限

定のある戯曲,芸 能の上演テクス トを見ることが

できることは,今 後,中 国の文学研究全体にとっ

ても大いに意味があろうし,ま た北京 という都市

の歴史研究にも益するところ大である。

なお,前 述 『俗文学叢刊』には混乱の中で車王

府 か ら散逸 したテ クス トの一部が収め られてい

る。 また,『 俗文学叢刊』 と 『車王府曲本』 とを

比較 してみると,同 じ民間の物語であっても,一

般庶民の愛 したものと,貴 族達が好んだものとの

違いが見えて くるはずで,こ の二つの資料 を同時

に購入 したことで,そ れぞれの資料の利用価値は

一一層高 まったと言えよう。(文 責 ・鈴木陽一)

『大連図書館蔵孤本明清小説叢刊』

春風文芸出版社2000年

かつて大連 にあった満鉄図書館には,大 谷氏 よ

り中国古典小説が まとまって寄贈 された。孫楷第

の 目録(『 日本東京所見中国小説書目一一付大連

図書館所見中国小説書 目』)に よれば,日 本での

写本 も少な くないが,収 められた小説 は当時さほ

ど評価の高 くなかったものが多い。 しか し,今 と

なって見ると,こ こに収められた小説の多 くは明

末清初に出版 された,美 男美女がハ ッピーエン ド

を迎えるとい う 「才子佳人」小説 と言われるもの

で,文 学史上,『 金瓶梅』に代表 される明の小説

と,『紅縷夢』 に代表 される清代小説の間の空白

を埋める作品である。その意味で,す でに多 くの

研究者がこの作品群 に着 目してきたが,原 本 は無

論のこと,書 目さえも公開されてこなかった。幸

いに80年 代に春風文芸出版社 より活字本が出版

され,ま た現埼玉大学教授大塚秀高氏が中国側の

協力を得て,短 期間ながら版本調査 を行い,よ う

や く少 しずつ貴重 な資料が陽の 目を見 るに至 っ

た。 しか し,出 版 されたテクス トの多 くが天下の

孤本とあって,校 勘記 もない活字本では使いよう

もないとい うのが多 くの研究者の見るところであ

った。今回ようや く原本の影印本が刊行 され,文

学史上の空白を埋めるための貴重な資料が本格的

に利用可能になったのである。

すでに,こ れまでの版本研究の見直 しによって,

15世 紀か ら18世 紀に至る中国小説史 を再検討す

る動きが始 まっており,そ うした新たな研究動向

にこの貴重な影印資料が大 きく寄与するであろう

と思われる。また,こ れ らの資料が 日本か ら中国

へ渡っていった過程には,日 本の書誌学や近代史

の研究にも関わる問題が存在 してお り,こ うした

点か らの活用 も大いに期待 されるのである。(文

責 ・鈴木陽一)

φ卜φ φ φ φ φ φ ◆ φ ◆
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所 員 の 自 著 紹 介

『ロ マ ン主 義 の 詩 と絵 画 一 ブ レ イ ク9ワ ー ズ

ワ ス,タ....,.ナ ー,コ ン ス タ ブル ー 』

岩崎 豊太郎 著

英潮 社2002年9月25日(239頁)

ター ナーが風 景画 《ロ ン ドン》 に描 い た19世 紀

初頭の ロン ドンの景観 は,現 在,高 層建築物 群 に

よってほ とん ど見 るこ とがで きない。 タウ ンスケ

ー プ変 貌の問題 は ,京 都 や北京 な ど,歴 史 を持 ち

再生 のため に巨 大 なエ ネルギー を活動 させ てい る

大都市 につ いて も言 える こ とであ る。童謡 「ロ ン

ドン橋 が落 ちる」 は,ロ ン ドン橋が新 たな橋 梁工

法 で架け直 された歴史 を墨 い起 こさせ る。 理想都

市 ロ ン ドンはどの よ うに実現 されるのであろ うか。

本書 は,産 業 革命 や フラ ンス革命 な どの変革期

に流行 した ピクチ ャ レス ク と崇 高美 を視座 に置 い

て,自 然観,想 像力,都 市幻 想の視点 か ら,ブ レ

イク,ワ ーズ ワス,タ ーナー,コ ンス タブ ル とい

う,4人 の イギ リス ・ロマ ン主義の代 表的 芸術 家

た ちの永遠 の世界 を瞥見すべ く,こ れ まで に発表

した拙 論 を再 編 し,絵 画 ・版 画 の 図版28点 と著

者撮 影の 写真14点 を載 せ て,一 冊 の本 に ま とめ

た もの である。 この企 は私 の力量 の及ぶ ところで

は ないが,イ ギ リスで ワー ズワス とエ コロジーを

テーマ とす る書物が 出版 されてい る ように,彼 ら

の作 品が今 日の景観論,都 市,エ コロジー な どの

諸 問題 を考 え る上 で役立つ ことを私 な りに説 明 し

たか ったのであ る。

も ともと執筆の動 機 とな ったのは,故 佐野 正巳

先 生 と私 とがそ れぞれ 日本 文学 とイギ リス文学 の

観 点か ら詩 と絵画 につ いて研 究 を始 めた こ とであ

った。先生 が一昨年 暮れ に急 逝 されて本書 をお見

せ で きないのが残念 であ る。

『未 完の マル クス』

的場 昭弘著

平凡社選書2172002年5月(302頁)

本書 は,マ ル クス死後の マ ルクス遺稿 をめ ぐる

物語 である。エ ンゲ ルス,社 会民主党,ソ 連 の遺

稿 をめ ぐる 闘争 と,社 会主義 の テ クス トと しての

編集過程 を挟 り出す こ とに よって,テ クス トの政

治性 を暴 く。マ ル クスの テ クス トが社 会主義 の聖

書 とな っ た こ とに よっ て起 った さま ざ まな事 件

は,20世 紀最 大 の悲劇 か も しれ ない。 真 のマ ル

クス を求め る とい う闘争が,人 々 を翻 弄 し,勝 手

な解 釈 と自己正 当化 を作 りだ していった姿 は人間

の性 のおぞ ま しさか も しれ ない。

とはい え,リ ャザ ノブ,マ イヤー,リ ュベ ルな

どの 果 た した役 割,『 ドイ ツ ・イデ オ ロ ギ ー』,

『経 済学 ・哲学 草 稿』 な どの出版,資 本 主義 の暴

挙へ の抵 抗勢力 と してのマ ル クス主義 にテ クス ト

が果 た しだ役割 な どを過小 評価す るわ けにはいか

ない。テ クス トの完 全 な復刻 は不可能 だ と して も,

せ めてマ ル クスが残 したか ったであ ろ う形 での遺

稿 集の完成 は可能 であろ う。政 治権 力 の魔 の手 か

ら離 れ た現 在,そ の実現 の可能性 は大 であ る。 し

か し,政 治 権力の魔の手 が消 える とと もに,そ の

魅 力 と関心 が世 間か ら失 せ て しまったこ とは,ま

さに歴 史の 皮 肉 と言 わ ざる を得 ない 。21世 紀 の

われ われが 知の遺 産を どう受 け継 ぐか は,マ ル ク

スの遺稿 だけの問題 に限 られ るの では ない。

●f・ ●fsoos

o●smmefms
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『カネ と人生 』(く ら しの文化 人類学5)

小馬 徹編著

雄山閣出版2002年11月25日(290頁)

『日本 人の精 神構造 一伝 統 と現在一 』

寺沢 ・正晴著

晃洋書房2002年12月(315頁)

カネには生来縁遠 く,今 後 も(ま ず確実に)無

縁な者が世間と後生を恐れずに編んだ,カ ネにつ

いての本。著者 もまた,カ ネに縁のない老若の人

類学者たち(と 一人の社会学者)で す。と,こ こ

まで書いてきて,も うとっ くに愛想づか しされて

しまったに違いあ りません。で も,乗 りかかった

船。一応,以 下に内容紹介を試みてみま しょう。

今 日,資 本主義 という単一の世界システムが全

地球 を飲み尽 くしたように見えます。 しか し,カ

ネ(全 目的的貨幣)が 塩 や家畜 などの伝統 的な

(限定 目的的)「 貨幣」 に取って代 わり,暮 らしの

隅々に浸透 したのは,多 くの地域では比較的最近

のこと。それ以前は,暮 らしに埋め込 まれた全体

的交換の 「負債一義務」連鎖が社会関係を作 りだ

し,経 済ばか りか,倫 理や法 も規定する暮 らしの

柱 となって,共 同体を統合 して きました。

確かに,あ らゆる価値 を通分するカネは,生 産

と消費を分離 して伝統的な人間関係のしが らみか

ら人々を解放 し,自 由を与えました。でもそれは,

特定の相手 との固有の関係 を作 りだすためではな

く,利 得それ自体 を目的に再現のない物欲に衝 き

動かされ続ける交換 と,(今 や私 たちには馴染み

の)狐 絶 した生が地球の隅々にまで広がる端緒 と

もな りました。

世界各地の多彩な暮 らしに直に,し かも深 く接

して きた人類学者たちが,自 らの体験 を見つめ,

逸話を重視 し,自 らの思いを包み隠 さずに,自 由

に筆を揮った書物です。

(売れ残 りも省みないで)う 一ん とお得 な値段

に致 しました。 ご一読頂ければ幸甚。懐がちょっ

と寂 しくなる分以上に,豊 かな気持 ちになって頂

けます(で しょう〉。

φ φ 轟φ ドφ ・φ ◆ ・φ 耐φ曇■ φ ・

こう して始 めてみ る と,う ～ん,自 著紹 介 な ど

とい うもの は,も しかす る と,自 己紹 介以上 に難

しい ことなので は ないか と感 じてい る。 そ こで,

本 の 目次 を書 いてみ るこ とに した。

〈目次 〉

まえが き

第一部 日本人の現在

第一章 現代 日本の笑いの状況

第二章"パ ンツ論争"洗 い直 し

第三章Jリ ーグの社会心理学

第二部 日本人の伝統

第四章 〈義理 ・人情 〉考

第五章 《差恥》の構造

補章(一 〉 日本人の内と外

補章(二)日 本における公 と私

第三部 伝統から現在へ

第六章 戦後 日本のナシ ョナ リズム

第七章 戦後日本人の韓国観

第八章"お じさん"は どう変わったか

第九章 日本人の 「死 に方」考

第十章 現代 日本の幸福

あとが き

* * *

御 覧 の よ うに,本 書 は,「 日本 人 の精 神 構造 」

の 「伝統 と現在」に関 わ る様 々なテ ーマ に対す る,

筆者 の試論 を まとめ た もので ある。本書 をプ レゼ

ン トした,一 人の心優 しい女性 に 「感動 した!…

……か な?」 と,謎 めい た批 評 の言葉 を贈 られた。
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執筆者紹介

入久保厚志

上 保 雅 子

編集後記

本学外国語学部助教授

本学外国語学部教授

今年度の所報は、寄稿された論説が、わずかに二篇という、やや寂しさを感じるものとなってしまい

ました。国外研究や多忙などのために、いわば“常連さん"のような先生方から、原稿をいただけなか

ったことが心残 りですが、編集者の無力さと責任を痛感しています。とはいえ、掲載された二本の論文

は、どちらも、秀逸な力作です。一人でも多くの方に読んでいただくことを願っています。

ところで、二期四年間務められた鈴木所長も、この三月で勇退されます。お疲れ様でした。在職中の

御尽力と研究所の発展には、感謝と敬意を表します。研究所と所報のさらなる発展を、新たな所長と、

常任委員の諸先生に託して、編集の作業を終えたいと思います。 (T)
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